
２０２０年 ３月 

個人インターネットバンキング 

ご 利 用 の お 客 さ ま 各 位 

青 木 信 用 金 庫 

 

個人インターネットバンキング利用規定および 

ワンタイムパスワードサービス利用追加規定の一部改訂のお知らせ 

 

 いつも青木信用金庫をご利用いただき、誠にありがとうございます。 

 ２０２０年４月１日より、『個人インターネットバンキング利用規定』および『ワ

ンタイムパスワードサービス利用追加規定』の一部を以下のとおり改訂しますのでお

知らせいたします。 

 

○主な改正点 

 ① ２０２０年４月の民法改正に伴う記載の見直し 

 ② 前回改訂時から約４年が経過しており、内容の最新化を目的とした全面見直し 

 

○新旧対照表 

 ・個人インターネットバンキング利用規定 

新 旧 

第１条 しんきん個人インターネットバンキン

グ取引 

１．しんきん個人インターネットバンキングと

は 

しんきん個人インターネットバンキング

（以下「本サービス」といいます）とは、契

約者ご本人（以下「お客様」といいます）か

らのパーソナルコンピュータ・本サービス対

応携帯電話機等（以下「端末」といいます）

を用いた依頼に基づき、資金移動、口座情報・

各種取引の照会、税金・各種料金の払込み等

の当金庫所定の取引を行うサービスをいいま

す。 

ただし、当金庫は、その裁量により、本サ

ービスの対象となる取引および内容を取り扱

わない場合があります。また、お客様に事前

に通知することなく追加、または変更する場

合があります。 

第１条 個人インターネットバンキング取引 

 

１．個人インターネットバンキングとは 

 

個人インターネットバンキング（以下「本

サービス」といいます。）とは、契約者ご本

人（以下「お客様」といいます。）からのパ

ーソナルコンピュータ・本サービス対応携帯

電話機等（以下「端末」といいます。）を用

いた依頼に基づき、資金移動、口座情報・各

種取引の照会、税金・各種料金の払込み等の

取引を行うサービスをいいます。 

 

なお、当金庫は、お客様に事前に通知する

ことなく本サービスの対象となる取引および

内容を追加または変更する場合があります。 
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２．省略 

 

３．契約の成立 

本サービスの利用に関するお客様と当金庫

との間の契約（以下「本契約」といいます）

は、当金庫所定の方法によるお客様の申込み

に基づき、当金庫が申込みを適当と判断し、

承諾した場合に成立するものとします。 

 

４．使用できる端末 

省略 

 

５．本サービスの取扱時間 

本サービスの取扱時間は、当金庫所定の時

間内とします。 

ただし、当金庫は、取扱時間をお客様に事

前に通知することなく変更する場合がありま

す。 

また、取扱時間は、本サービスの対象とな

る取引により異なる場合があります。 

 

６．手数料等 

省略 

２．省略 

 

（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

３．使用できる端末 

省略 

 

４．本サービスの取扱時間 

本サービスの取扱時間は、当金庫所定の時

間内とします。 

ただし、当金庫は、取扱時間をお客様に事

前に通知することなく変更する場合がありま

す。 

また、取扱時間は、取引により異なる場合

があります。 

 

５．手数料等 

  省略 

第２条 本人確認 

１．本人確認の手段 

お客様が本サービスを利用するに際して、

当金庫は、端末から通知されるお客様の次の

各号に定める番号等（以下「番号等」といい

ます）と当金庫に登録されている番号等との

一致を確認することにより、お客様の本人確

認を行うものとします。本サービスの本人確

認に使用する番号等の組合せは、本サービス

の対象となる取引の内容に応じて当金庫所定

のものとします。 

（１）契約者ＩＤ（利用者番号） 

（２）利用登録用パスワード 

（３）ログインパスワード 

第２条 本人確認 

１．本人確認の手段 

当金庫は、契約者ＩＤ（利用者番号）およ

び次項以下に定める各種パスワードにより、

お客様本人の認証を行うものとします。 
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（４）確認用パスワード 

 

２．～４．省略 

 

５．本人確認手続き 

（１）お客様の取引時の本人確認方法および依

頼内容の確認方法については、次に定め

るとおりとします。 

①番号等を端末の画面上でお客様自身が入

力します。 

 

 

②当金庫は、お客様が入力された各内容と

当金庫に登録されている番号等の一致に

より、次の事項を確認できたものとして

取り扱います。 

 

ａ．～ｂ．省略 

（２）当金庫が前号の方法に従って本人確認を

して取引を実施した場合は、番号等につ

き不正使用・誤使用その他の事故があっ

ても当金庫は当該取引を有効なものとし

て取り扱い、また、そのために生じた損

害については、当金庫は責任を負いませ

ん。 

 

 

６．お客様カードの取扱い 

（１）省略 

（２）お客様がお客様カードを紛失・盗難など

で失った場合には、お取引の安全性を確

保するため、すみやかにお客様ご本人か

ら当金庫所定の書面により当金庫に届け

出てください。 

   この届出に対し、当金庫は所定の手続を

行い、本サービスの利用停止等の措置を

講じます。 

 

 

２．～４．省略 

 

５．本人確認手続き 

（１）お客様の取引時の本人確認方法および依

頼内容の確認方法については、次に定め

るとおりとします。 

①ログインパスワード、契約者ＩＤ（利用

者番号）、確認用パスワード等を端末の

画面上でお客様自身が入力します。 

 

②当金庫は、お客様が入力された各内容と

当金庫に登録されているログインパスワ

ード、契約者ＩＤ（利用者番号）、確認

用パスワード等の一致により、次の事項

を確認できたものとして取扱います。 

ａ．～ｂ．省略 

（２）当金庫が前号の方法に従って本人確認を

して取引を実施した場合は、ログインパ

スワード、利用者番号、確認用パスワー

ド等につき不正使用・誤使用その他の事

故があっても当金庫は当該取引を有効な

ものとして取扱い、また、そのために生

じた損害については、第１４条に定める

場合を除き、当金庫は責任を負いません。 

 

６．お客様カードの取扱い 

（１）省略 

（２）お客様がお客様カードを紛失・盗難など

で失った場合には、お取引の安全性を確

保するため、速やかにお客様ご本人から

当金庫所定の書面により当金庫に届け出

てください。 

この届け出に対し、当金庫は所定の手続

きを行い、本サービスの利用停止等の措

置を講じます。 
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   当金庫はこの届出に基づく所定の手続の

完了前に生じた損害については責任を負

いません。 

 

なお、お客様カードの再発行はできませ

んので、当金庫所定の手続きを行い、新

しいお客様カードを発行します。（契約

者ＩＤ（利用者番号）、確認用パスワー

ドが変更となります） 

（削除） 

 

 

 

７．番号等の管理 

（１）番号等は、お客様自身の責任において、

厳重に管理するものとし、第三者へ開示

しないでください。 

      また、ログインパスワードについては、

生年月日、電話番号、連続番号など他人

に知られやすい番号を登録することを避

けるとともに、定期的に変更手続きを行

ってください。 

（２）番号等につき偽造、変造、盗用もしくは

不正使用等の事実またはそのおそれがあ

る場合は、当金庫に直ちに連絡してくだ

さい。 

（３）本サービスの利用について、誤った番号

等の入力が当金庫所定の回数連続して行

われた場合は、その時点で当金庫は本サ

ービスの利用を停止しますので、次の方

法により再開手続きをとってください。 

 

①～②省略 

当金庫はこの届け出に基づく所定の手続

きの完了前に生じた損害については、第

１４条に定める場合を除き、責任を負い

ません。 

なお、お客様カードの再発行はできませ

んので、当金庫所定の手続きを行い、新

しいお客様カードを発行します。（契約

者ＩＤ（利用者番号）、確認用パスワー

ドが変更となります。） 

（３）前号のお客様カードを失った場合、速や

かに当金庫所定の書面により当金庫に届

け出てください。 

 

７．パスワード等の管理 

（１）各種パスワードは、お客様自身の責任に

おいて、厳重に管理するものとし、第三

者へ開示しないでください。 

また、ログインパスワードについては、

生年月日、電話番号、連続番号など他人

に知られやすい番号を登録することを避

けるとともに、定期的に変更手続きを行

ってください。 

（２）各種パスワードにつき偽造、変造、盗用

もしくは不正使用等の事実またはそのお

それがある場合は、当金庫に直ちに連絡

してください。 

（３）本サービスの利用について、誤ったパス

ワードの入力が当金庫所定の回数連続し

て行われた場合は、その時点で当金庫は

本サービスの利用を停止しますので、次

の方法により再開手続きをとってくださ

い。 

①～②省略 

第３条 取引の依頼 

１．サービス利用口座の届出 

（１）～（２）省略 

（３）前各号に基づく届出または変更に係るサ 

第３条 取引の依頼 

１．サービス利用口座の届け出 

（１）～（２）省略 

（新規追加） 
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ービス利用口座について、当金庫所定の

方法によりお客様本人の口座に相違ない

ものと認めて取り扱いましたうえは、そ

れらにつき偽造、変造その他事故があっ

ても、そのために生じた損害について、

当金庫は責任を負いません。 

 

２．～３．省略 

（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

２．～３．省略 

第４条 ご利用限度額 

１回あたり、および１日あたりのご利用の

上限金額は、申込時または変更時にお客様が

設定した金額とします。なお、１日あたりの

ご利用上限金額の基準時は、毎日日本時間午

前０時とし、以下同様とします。 

 ただし、その上限金額は、当金庫所定の金

額の範囲内とし、当金庫は、この上限金額を

その裁量によりお客様に事前に通知すること

なく変更する場合があります。上限金額を超

えた取引依頼については、当金庫は受付義務

を負いません。 

第４条 ご利用限度額 

１回あたり、および１日あたりのご利用の

上限金額は、申込時または変更時にお客様が

設定した金額とします。 

（新規追加） 

 

ただし、その上限金額は、当金庫所定の金

額の範囲内とし、当金庫は、この上限金額を

その裁量によりお客様に事前に通知すること

なく変更する場合があります。上限金額を超

えた取引依頼については、当金庫は受付義務

を負いません。 

第５条 資金移動取引 

１．取引の内容 

（１）本サービスによる資金移動取引の内容は、

お客様からの端末による依頼に基づき、お

客様の指定した日（以下「指定日」といい

ます）に、お客様の指定する本サービス利

用口座（以下「支払指定口座」といいます）

よりお客様の指定する金額を引き落とし

のうえ、お客様の指定する当金庫本支店あ

るいは当金庫以外の金融機関の国内本支

店の預金口座（以下「入金指定口座」とい

います）に振込依頼を発信し、または振替

の処理を行う取引をいいます。日本国外の

金融機関に開設された預金口座への振込

はできません。 

なお、振込の受付にあたっては、当金庫所

定の振込手数料および消費税をいただき 

第５条 資金移動 

１．取引の内容 

（１）本サービスによる取引の内容は、お客様

からの端末による依頼に基づき、お客様

の指定した日（以下「指定日」といいま

す。）に、お客様の指定する本サービス

利用口座（以下「支払指定口座」といい

ます。）よりお客様の指定する金額を引

落しのうえ、お客様の指定する当金庫本

支店あるいは当金庫以外の金融機関の国

内本支店の預金口座（以下「入金指定口

座」といいます。）に振込依頼を発信し、

または振替の処理を行う取引をいいま

す。 

（新規追加） 

   なお、振込の受付にあたっては、当金庫

所定の振込手数料および消費税をいただ 
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   ます。 

（２）省略 

（３）依頼の内容が確定した場合、当金庫は確

定した内容に従い、支払指定口座から振

込金額と振込手数料および消費税の合計

金額または振替金額を引き落としのう

え、当金庫所定の方法で振込または振替

の手続きをします。 

（削除） 

（４）～（６）省略 

 

 

２．指定日 

振込・振替依頼の発信は、原則としてお客

様が指定された指定日に実施し、指定がない

場合には、依頼の発信日（以下「依頼日」と

いいます）を指定日とします。 

なお、依頼日が指定日となる場合、当金庫

は取引の依頼内容の確定時点で即時に振込・

振替を行いますが、入金指定口座が存在する

金融機関によっては、当該金融機関所定の時

限を過ぎている、または依頼日が金融機関窓

口休業日にあたるなどの理由により、即時の

振込・振替ができない場合があります。 

 

３．省略 

きます。 

（２）省略 

（３）依頼の内容が確定した場合、当金庫は確

定した内容に従い、支払指定口座から振

込金額と振込手数料および消費税の合計

金額または振替金額を引落しのうえ、当

金庫所定の方法で振込または振替の手続

きをします。 

なお、支払指定口座からの引落しは、取

引依頼が確定した時点で行います。 

（４）～（６）省略 

 

２．指定日 

振込・振替依頼の発信は、原則としてお客

様が指定された指定日に実施し、指定がない

場合には、依頼の発信日（以下「依頼日」と

いいます。）を指定日とします。 

ただし、依頼日が指定日となる場合で、取

引の依頼内容の確定時点で当金庫所定の時限

を過ぎているとき、または依頼日が金融機関

窓口休業日にあたるときは、当金庫所定の方

法により取扱います。 

 

 

 

３．省略 

第７条 通知サービス 

１．省略 

 

２．送信の遅延・不達 

通信混雑、通信機器および回線障害、イン

ターネットの特性等の事由により、取扱いが

遅延したり不達となるおそれがありますの

で、お客様は、必ず照会サービスによりお取

引内容をご確認ください。 

  なお、照会サービスを利用しないことによ

り生じた損害については、当金庫は責任を負 

第７条 通知サービス 

１．省略 

 

２．送信の遅延・不達 

通信混雑、通信機器および回線障害、イン

ターネットの特性等の事由により、取扱いが

遅延したり不達となるおそれがありますの

で、お客様は、必ず照会サービスによりお取

引内容をご確認ください。 

なお、照会サービスを利用しないことによ

り生じた損害については、第１４条に定める 
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 いません。  場合を除き、当金庫は責任を負いません。 

第９条 資金移動ロック取引 

１．取引の内容 

（１）当金庫所定の方法によるお客様からの携

帯電話機を用いた依頼に基づき、端末の

うちパーソナルコンピュータを用いた資

金移動および料金払込みサービス（以下

「資金移動等」といいます）の利用を停

止するために「ロック実行」を設定し、

または利用停止を解除するために「一時

ロック解除」または「ロック解除」を設

定することができます。 

（２）本取引により「ロック実行」に設定した

場合、すべてのサービス利用口座につい

てパーソナルコンピュータを用いた資金

移動等の利用を停止します。 

 

 

（３）本取引により「一時ロック解除」または

「ロック解除」に設定した場合、資金移

動等の利用を再開します。「一時ロック

解除」に設定した場合、解除操作から３

０分を経過するか、または資金移動等を

完了することにより、自動的に資金移動

等の利用を停止します。 

 

 

２．障害時の対応 

当金庫は、通信障害またはシステム障害に

より本取引の依頼を受け付けることができな

くなった場合、資金移動等を利用可能とする

ため必要に応じて、当金庫の判断によりお客

様の設定した「ロック実行」の状態を「一時

ロック解除」または「ロック解除」に変更し、

再度「ロック実行」に戻すことがあります。 

 

 

第９条 資金移動ロック取引 

１．取引の内容 

（１）お客様からの携帯電話機を用いた依頼に

基づき、端末のうちパーソナルコンピュ

ータを用いた資金移動等の利用を停止

し、または停止を解除することができま

す。 

（新規追加） 

 

 

 

（２）本取引により「ロック実行」に設定した

場合、すべてのサービス利用口座につい

てパーソナルコンピュータ用いた「資金

移動」と「税金・各種料金払込みサービ

ス」を（以下あわせて「停止対象取引」

といいます。）の利用を停止します。 

（３）本取引により「一時ロック解除」または

「ロック解除」に設定した場合、停止対

象取引の利用を再開します。「一時ロッ

ク解除」に設定した場合、解除操作から

３０分を経過するか、または停止対象取

引を完了することにより、自動的に停止

状態に設定し、停止対象取引の利用を停

止します。 

 

２．障害時の対応 

通信障害またはシステム障害により本取引

の依頼を受付けることができなくなった場

合、停止対象取引を利用可能とするため必要

に応じて、当金庫の判断により「ロック実行」

の状態を「一時ロック解除」または「ロック

解除」に変更し、再度「ロック実行」に戻す

ことがあります。 
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第１０条 届出事項の変更等 

本サービスに係る印章・通帳・キャッシュ

カード等を失ったとき、または、印章、氏名、

住所その他の届出事項に変更があったとき

は、お客様は直ちに当金庫所定の書面により

当該口座保有店に届け出るものとします。 

この届出の前に生じた損害については、当

金庫は責任を負いません。 

 

第１０条 届け出事項の変更等 

本サービスに係る印章・通帳・キャッシュ

カード等を失ったとき、または、印章、氏名、

住所その他の届出事項に変更があったとき

は、お客様は直ちに当金庫所定の書面により

当該口座保有店に届け出るものとします。 

この届け出の前に生じた損害については、

第１４条に定める場合を除き、当金庫は責任

を負いません。 

第１３条 免責事項等 

１．～３．省略 

 

４．送付上の事故 

当金庫が発行したお客様カードが送付上の

事故等当金庫の責めによらない事由により、

第三者（当金庫職員を除きます）がお客様カ

ードに記載された確認用パスワードを知り得

たとしても、そのために生じた損害について

は、当金庫は一切責任を負いません。 

第１３条 免責事項等 

１．～３．省略 

 

４．送付上の事故 

当金庫が発行したお客様カードが送付上の

事故等当金庫の責めによらない事由により、

第三者（当金庫職員を除きます。）がお客様

カードに記載された確認用パスワードを知り

得たとしても、そのために生じた損害につい

ては、第１４条に定める場合を除き、当金庫

は一切責任を負いません。 

（削除） 

 

第１４条 パスワードの盗取等による不正な資

金移動等 

１．補償の要件 

ログインパスワード、契約者ＩＤ（利用者

番号）、確認用パスワード等の盗取等により

行われた不正な資金移動等については、次の

各号のすべてに該当する場合、個人のお客様

は当金庫に対して当該資金移動等にかかる損

害（手数料や利息を含みます。）の額に相当

する金額の補償を請求することができます。 

（１）お客様が本サービスによる不正な資金移

動等の被害に気付かれた後、当金庫に速

やかにご通知いただいていること。 

（２）当金庫の調査に対し、お客様から十分な

ご説明をいただいていること。 

（３）お客様が警察署への被害事実等の事情説

明を行い、その捜査に協力されているこ 
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（削除） と。 

 

２．補償対象額 

前項の請求がなされた場合、不正な資金移

動等が本人の故意による場合を除き、当金庫

は、当金庫へ通知が行われた日の３０日（た

だし、当金庫に通知することができないやむ

を得ない事情があることをお客様が証明した

場合は、その事情が継続していた期間に３０

日を加えた日数まで遡った期間とします。）

前の日以降になされた不正な資金移動等にか

かる損害（手数料や利息を含みます。）の額

に相当する金額（以下「補償対象額」といい

ます。）を補償するものとします。 

ただし、当該資金移動等が行われたことに

ついて、お客様に重大な過失、または過失が

あるなどの場合には、当金庫は補償対象額の

全部または一部について補償いたしかねる場

合があります。 

 

３．適用の制限 

前二項の定めは、第１項に係る当金庫への

通知が、ログインパスワード、契約者ＩＤ（利

用者番号）、確認用パスワード等の盗取等（当

該盗取等が行われた日が明らかでないとき

は、不正な資金移動等が最初に行われた日。）

から、２年を経過する日後に行われた場合に

は、適用されないものとします。 

 

４．補償の制限 

第２項にかかわらず、次のいずれかに該当

する場合には、当金庫は補償いたしません。 

（１）不正な資金移動等が行われたことについ

て当金庫が善意かつ無過失であり、かつ、

次のいずれかに該当する場合。 

  ①お客様の配偶者、二親等内の親族、同居

の親族、その他の同居人、または家事使 
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（削除） 用人によって行われた場合。 

②お客様が、被害状況についての当金庫に

対する説明において、重要な事項につい

て偽りの説明を行った場合。 

（２）戦争、天災地変、暴動等による著しい社

会秩序の混乱に乗じてまたはこれに付随

して不正な資金移動等が行われた場合。 

第１４条 利用停止等 

省略 

第１５条 利用停止等 

  省略 

第１５条 解約等 

１．都合解約 

本契約は、当事者の一方の都合で、いつで

も解約することができます。 

 

 

なお、お客様からの解約の通知は、当金庫

所定の方法によるものとします。 

 

２．省略 

 

３．サービスの強制解約 

省略 

（１）～（２）省略 

（３）手形交換所の取引停止処分を受けたとき。 

（４）支払の停止または破産手続開始もしくは

民事再生手続開始の申立てがあったとき。 

（５）相続の開始があったとき。 

（６）番号等の不正使用があったとき、または

本サービスを不正利用したとき。 

（７）１年以上にわたり本サービスの利用がな

いとき。 

（８）お客様が当金庫との取引約定に違反した

場合等、当金庫がお客様に対する本サー

ビスの利用停止を必要とする相当の事由

が生じたとき。 

（９）本サービスがマネー・ローンダリングや

テロ資金供与等に使用されているおそれ 

第１６条 解約等 

１．都合解約 

本サービスの契約（以下「本契約」といい

ます。）は、当事者の一方の都合で、書面に

よる通知によりいつでも解約することができ

ます。 

なお、お客様からの解約の通知は、当金庫

所定の方法によるものとします。 

 

２．省略 

 

３．サービスの強制解約 

省略 

（１）～（２）省略 

（新規追加） 

（３）支払の停止または破産、民事再生手続開

始の申し立てがあったとき。 

（４）相続の開始があったとき。 

（５）各種パスワードの不正使用があったとき、

または本サービスを不正利用したとき。 

（６）１年以上にわたり本サービスの利用がな

いとき。 

（７）お客様が当金庫との取引約定に違反した

場合等、当金庫がお客様に対する本サー

ビスの利用停止を必要とする相当の事由 

が生じた場合。 

（新規追加） 
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があると当金庫が判断したとき。 

（１０）本サービスを継続する上で支障がある

と当金庫が判断したとき。 

 

４．解約後の処理 

本契約が解約により終了した場合、そのと

きまでに処理が完了していない取引の依頼に

ついては、当金庫は処理する義務を負いませ

ん。本契約の解約日以降、お客様の番号等は、

すべて無効となります。 

 

 

５．省略 

 

（新規追加） 

 

 

４．解約後の処理 

本契約が解約により終了した場合、そのと

きまでに処理が完了していない取引の依頼に

ついては、当金庫は処理する義務を負いませ

ん。本契約の解約日以降、お客様のお客様カ

ード、契約者ＩＤ（利用者番号）、各種パス

ワード等は、すべて無効となります。 

 

５．省略 

第１６条 通知等の連絡先 

省略 

第１７条 通知等の連絡先 

省略 

第１７条 規定等の適用 

省略 

第１８条 規定等の準用 

省略 

第１８条 規定の変更等 

当金庫は、本規定の内容を、任意に変更で

きるものとします。変更内容は、当金庫ホー

ムページでの表示、店頭での表示その他相当

の当金庫所定の方法で公表するものとし、当

金庫は、公表の際に定める相当の期間を経過

した日以降は、変更後の内容に従い取り扱う

こととします。 

なお、当金庫の責めによる場合を除き当金

庫の任意の変更によって損害が生じたとして

も、当金庫は一切責任を負いません。 

第１９条 規定の変更等 

当金庫は、本規定の内容を、お客様に事前

に通知することなく店頭表示その他相当の方

法で公表することにより任意に変更できるも

のとします。 

変更日以降は変更後の内容に従い取扱うこ

ととします。 

 

なお、当金庫の責めによる場合を除き当金

庫の任意の変更によって損害が生じたとして

も、当金庫は一切責任を負いません。 

第１９条 契約期間 

省略 

第２０条 契約期間 

省略 

第２０条 準拠法・管轄 

省略 

第２１条 準拠法・管轄 

省略 

第２１条 譲渡・質入・貸与の禁止 

省略 

第２２条 譲渡・質入・貸与の禁止 

省略 

第２２条 サービスの終了 

省略 

 

第２３条 サービスの終了 

省略 
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以 上 

２０２０年４月１日現在 

以 上 

平成２７年１０月１日現在 

 

○新旧対照表 

 ・ワンタイムパスワードサービス利用追加規定 

新 旧 

第３条 利用申込及び利用開始 

１．ワンタイムパスワード生成・表示装置 

本サービスを利用するためには、ワンタイ

ムパスワードを生成・表示する機能・装置（以

下「トークン」といいます。）が必要となりま

す。当金庫が採用するソフトウェアトークン

は、推奨する生成アプリケーション（以下「ア

プリ」といいます。）を利用する方式をいい、

お客様はアプリをスマートフォン等の当金庫

所定の端末（以下「端末」といいます｡）にダ

ウンロードし、所定の方法によりワンタイム

パスワードを表示させ使用します。 

 

 

２．利用申込及び利用開始 

お客様は、本サービスを利用する端末にア

プリをあらかじめダウンロードし、当金庫の

ホームページ上のワンタイムパスワード利用

開始登録画面に「契約者ＩＤ（利用者番号）」、

「ログインパスワード」を入力してログイン

したうえで、当金庫所定の登録画面にアプリ

に表示される「トークンＩＤ」および「ワン

タイムパスワード」を入力して、本サービス

の利用開始を依頼します。入力された「トー

クンＩＤ」および「ワンタイムパスワード」

が当金庫の保有するものと各々一致した場合

には、当金庫はお客様からの利用開始の依頼

とみなします。 

 

３．契約の成立 

本サービスの利用に関するお客様と当金庫 

第３条 利用申込および利用開始 

１．ワンタイムパスワード生成・表示装置 

本サービスを利用するためには、ワンタイ

ムパスワードを生成・表示する機能・装置（以

下「トークン」といいます。）が必要となり

ますが、当金庫が採用するソフトウェアトー

クンは、当金庫が推奨する生成アプリケーシ

ョン（以下「アプリ」といいます。）を利用

する方式で、お客様はアプリをパーソナルコ

ンピュータ、携帯電話機等（以下「端末」と

いいます｡）にダウンロードし、所定の方法に

よりワンタイムパスワードを表示させ使用し

ます。 

 

２．利用申込および利用開始 

本サービスを利用する端末にアプリをダウ

ンロードし、当金庫のホームページ上のワン

タイムパスワード利用開始登録画面に「契約

者ＩＤ（利用者番号）」、「ログインパスワ

ード」を入力してログインしたうえで、当金

庫所定の登録画面にアプリで表示される「ト

ークンＩＤ」および「ワンタイムパスワード」

を入力し、これらが当金庫の保有するトーク

ンＩＤおよびワンタイムパスワードと各々一

致した場合には、当金庫はお客様からの利用

開始の依頼とみなし、本サービスの利用が可

能となります。 

 

 

（新規追加） 
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との間の契約（以下「本契約」）といいます）

は、前項の定めによる当金庫所定のお客様の

手続きに基づき、当金庫が当該手続きを適当

と判断して承諾した場合に成立し、お客様に

おいて本サービスの利用が可能となります。 

（新規追加） 

 

 

 

第６条 トークンの紛失及び盗難 

１．お客様は、ソフトウェアトークンをインス

トールした端末の盗難・紛失等により他人に

使用されるおそれが生じたとき、または他人

に使用されたことを認知したときは、直ちに

当金庫所定の方法によって当金庫に届け出る

ものとします。この届出を受けたときは、当

金庫は直ちに本サービスの利用停止等の措置

を講じます。  

 

２．前項の場合、お客様は、再発行の依頼を当

金庫所定の方法により行うことができます。

当金庫がソフトウェアトークンの再発行の依

頼を受け付けた場合、お客様にアプリをダウ

ンロードしていただくことでトークンを再発

行いたします。  

 

３．前項によりトークンの再発行を行った場合

には、お客様は第３条の利用開始登録を行う

ものとします。 

第６条 トークンの紛失および盗難 

お客様は、ソフトウェアトークンをインス

トールした端末の盗難・紛失等により他人に

使用されるおそれが生じたとき、または他人

に使用されたことを認知したときは、直ちに

当金庫所定の方法によって当金庫に届け出る

ものとします。この届け出を受けたときは、

当金庫は直ちに本サービスの利用停止等の措

置を講じます。 

 

（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

（新規追加） 

 

 

（削除） 第７条 利用料 

１．本サービスの利用にあたっては、当金庫所

定のワンタイムパスワードサービス利用料

(消費税を含みます。以下「本サービス利用料」

といいます。)をいただく場合があります。こ

の場合、当金庫は本サービス利用料を申込代

表口座から、当金庫所定の日に自動的に引落

します。 

２．本サービス利用料をいただく場合、お客様

の利用開始登録の実施有無にかかわらず、当

金庫所定の月から発生するものとします。ま

た、当金庫が一旦引落した本サービス利用料 
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（削除） 

 

 

 

については、本サービスの解約その他事由の

いかんを問わず、返却しないものとします。 

３．当金庫は本サービス利用料をお客様に事前

に通知することなく変更する場合がありま

す。 

第７条 免責事項等 

１．省略  

 

２．ワンタイムパスワードおよびトークンにつ

き偽造、変造、盗用または不正使用その他の

おそれがある場合、お客様は、当金庫宛に直

ちにワンタイムパスワードの利用中止および

トークンの再発行の依頼をするものとしま

す。 ワンタイムパスワードおよびトークンに

つき偽造、変造、盗用または不正使用その他

の事故があっても、当金庫に責めがある場合

を除き、お客様に損害が生じた場合について

は、当金庫は一切の責任を負いません。 

 

３．～４．省略 

第８条 免責事項等 

１．省略 

  

２．ワンタイムパスワードおよびトークンにつ

き偽造、変造、盗用または不正使用その他の

おそれがある場合、お客様は、当金庫宛に直

ちにワンタイムパスワードの利用中止の依頼

をするものとします。 ワンタイムパスワード

およびトークンにつき偽造、変造、盗用また

は不正使用その他の事故があっても、当金庫

に責めがある場合を除きお客様に損害が生じ

た場合については、当金庫は一切の責任を負

いません。 

 

３．～４．省略 

第８条 本サービスの解約等 

１．省略 

 

２．お客様が当金庫との取引約定に違反した場

合等、当金庫が本サービスの利用停止を必要

とする相当の事由が生じた場合は、当金庫は

いつでも、お客様に事前に通知することなく

本サービスの利用を停止することができるも

のとします。なお、当該事由が消滅した場合

は、当金庫は、本サービスの利用停止を解除

できます。 

 

 

３．前項にかかわらずお客様が相当期間、当金

庫との取引約定に違反した状態が解消されな

い場合、当金庫は本サービスに係る契約を解

約することができます。 

第９条 本サービスの解約等 

１．省略 

 

２．お客様が当金庫に支払うべき本サービス利

用料を支払わなかった場合、お客様が当金庫

との取引約定に違反した場合等、当金庫が本

サービスの利用停止を必要とする相当の事由

が生じた場合は、当金庫はいつでも、お客様

に事前に通知することなく本サービスの利用

を停止することができるものとします。なお、

当該事由が消滅した場合は、当金庫は、本サ

ービスの利用停止を解除できます。 

 

３．前項にかかわらずお客様が相当期間、本サ

ービス利用料を支払わない状態が続いた場

合、当金庫は本サービスの契約を解約するこ

とができます。この場合、解約の効力は、本 
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（削除） 

 

 

 

 

 

４．第１項から第３項までの解約、利用停止時

点で当金庫が既に取引の依頼を受け付けてい

る場合、当金庫は本利用規定および関係法令

に従い、当該取引については、手続を行うも

のとします。 

サービスに関してのみ生じるものとします。 

 

４．お客様が当金庫との取引約定に違反した場

合等、当金庫がサービスの利用停止を必要と

する相当の事由が生じた場合は、当金庫は、

本サービスの利用を停止することができるも

のとします。 

 

５．前項１．から４．の解約、利用停止時点で

当金庫が既に取引の依頼を受付けている場

合、当金庫は本利用規定および関係法令に従

い、当該取引については、手続きを行うもの

とします。 

第９条 譲渡・質入等の禁止等 

省略 

第１０条 譲渡・質入の禁止 

省略 

第１０条 規定等の適用 

省略 

第１１条 規定等の準用 

省略 

第１１条 規定の変更等 

当金庫は､本規定の内容を、任意に変更でき

るものとします。この場合には、変更内容お

よび変更の効力発生日をあらかじめ店頭表示

その他相当の方法で公表するものとし、変更

日以降は変更後の内容に従い取り扱うことと

します。なお、当金庫の責めによる場合を除

き、当金庫の任意の変更によって損害が生じ

たとしても、当金庫は一切、責任を負いませ

ん。 

第１２条 規定の変更等 

当金庫は､本規定の内容を、お客様に事前に

通知することなく店頭表示その他相当の方法

で公表することにより任意に変更できるもの

とし、変更日以降は変更後の内容に従い取扱

うこととします。なお、当金庫の責めによる

場合を除き当金庫の任意の変更によって損害

が生じたとしても、当金庫は一切、責任を負

いません。 

以 上 

２０２０年４月１日現在 

以 上 

平成２７年１０月１日現在 

○改訂後の『個人インターネットバンキング利用規定』および『ワンタイムパスワー

ドサービス利用追加規定』全文については、個人インターネットバンキングページ

に掲載しております。 

○今後につきましては利用規定等小冊子の交付を終了し、インターネット上での掲示

とさせていただきます。詳しくは当金庫ホームページの「インターネットバンキン

グ利用規定等小冊子の交付終了のお知らせ」をご覧ください。 

以  上 

（２０２０年４月１日現在） 


